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はじめに

北東 アジア との経 済交流 を進 め る上で、海 上輸 送は重要 な輸 送モー ドにな ってお り、

港湾 は海 と陸上 の結節 点 として この輸送 モー ドを支援す る重要 な基地 とな ってい る。

一方
、現在 の北東 ア ジア の海 上輸送 を支 えて い るのは ほ とん どが韓 国船 団で あ り、 そ

れ らは釜 山港 を中心 とす る諸 港 を基 地 と して活 動 して い る。特 に釜 山港 は、 この地域

のハ ブポー トとして成長 し、今後 も この役割 が継続 してい くもの と予想 され る。

そ こで本研 究で は、韓 国が釜 山港 を 中心 に、 どのよ うな戦略 で港湾利 用 の増加 を達

成 したかを検討 す るこ ととす る。本 研究 を ま とめるに当 たって昨年2度 にわ た って釜

山の海洋水産 庁 とPECT、 さ らには ソ ウルの韓 国海 洋水 産開発 院(KMI)等 を訪 問 し、

ヒア リングや資料 収集 を行 った。現地調査 の際 にお世話 にな った海 洋水 産庁 の金成鎗

港務課長 、PECTの 崔成 春専務理 事、KMIのDr.JungBongMin,Dr.JoJinHaeng

氏 に、 ここに記 してお礼 を申 し上 げたい。

研究の目的

本研 究 では、 ヒア リング調査 及び既 存資料 の収集 ・分 析 に よ り、 日本 と北東 アジア

地 域 にお いて海運 の主 力を担 って い る韓 国の港湾等 の現 状 を把 握 し、北海 道 の港 湾、

航路 等 の今後の あ り方 について検討 を行 う上 での基礎 資料 を得 るこ とを 目的 としてい

る。 その 中で、 北東ア ジア の地域 間交流 を促 進 する際 に不 可欠 な港 の役 割 を明 らか に

し、港湾経営 の課 題 と展望 を提 示す るこ とに意義 をお く。

検討項目

第一節 釜山港とその周辺の状況

第二節 韓国を巡るコンテナ航路の状況

第三節 韓国における埠頭経営の状況

第四節 今後の検討課題
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第一節 釜山港とその周辺の状況

ここで は、韓 国の主要港湾 の概要 を示す とともに、釜 山港 と釜 山新港 プ ロジェク ト

の概要 を示 し、 大規模 プ ロジェク トと して期待 され てい る光陽(ク ァ ンヤ ン)港 プロ

ジェク トにつ いて示す。

また、 これ らを含 む、韓 国の港湾及 び航路等 に関す る ヒア リング調査結 果の概要 を

取 りま とめ るこ ととす る。

1-1韓 国 における主要港湾 の概要

韓 国の主要 港湾 としては、釜 山港 のほか に、光陽港(ク ァンヤ ン)な どがあげ られ、

12港 湾が主要港湾 となってい る(図1-1-1、 表1-1-1)。

図1-1-1韓 国における主要港湾の配置
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表1-1-1韓 国の主要港湾の概要

港湾名 概要

1.釜 山 港

(プサン、Pusan)

120年 の歴史を持ち、北東アジアのハブ港としての役割を果たしている。北

港 、南港、ガムチョン港、タデポ港よりなる。

2.馬 山 港

(マサ ン、Masan)
年間1千 万トン以上の貨物取扱能 力がある。

3.光 陽 港

(クァンヤン、kwangyan)

釜山港に次ぐ大規模=1ンテナ港として整備が進められている。「光陽港プロ

ジェクト」がある。

4.麗 水 港

(ヨ ー ス 、Yosu)
沿海貨物と旅客に対応する港湾であり、光陽港の姉妹港である。

5.木 浦 港

(モクポ 、M・kp・)

周 辺 の島 々との貨 物 ・旅 客 に対応 する内港 、造 船 業 に対応 する北港 、後 背

地 のテブル(Taebul)ヤ ンガム(Youngam)、 サ ムホ(Samho)工 業 地 帯 に対応

するテブル港(Taebd)よ りなる。「新 港プロジェクト」が ある。

6.群 山港

(クンサ ン、Kunsan)
韓 国西岸 中部に位置し、稲作物の輸送基地として整備されている。

7.デ サ ン 港

(Daesan)

石油化学プラント産業に対応した港湾であり、現代(ヒュンデ)と三星(サ ム

ソン)が 保有するドルフィンタイプの4バ ースがある。

8.仁 川 港

(イ ン チ ョン 、Inchon)

首都ソウルへのゲートウェイの役割を果たしている。潮位差が10mあ るた

め、水門が整備されている。「国際観光プロジェクト」がある。

9.東 海 港

(トン へ 、Tonghae)

セメント等の輸出基地であり、ロシアのナホトカ港、北朝鮮 の清津港(チ ョン

ジン)及 び元山港(ウ ォンサン)との貿易に対応して、第2段 階の建設計画

が進められている。

10.浦 項 港

(ポ ー ハ ン 、P。hang)

主な貨物は鉱 石、鉄、鉄鋼 製品であり、鉄鋼 及び関蓮産業が後背地にあ

る。キョンサンブクド(慶尚北道)へ のゲートウェイとしての役割を果たしてい

る。「新港プロジェクト」がある。

11.蔚 山 港

(ウ ル サ ン 、Ulsan)

3つ の副港よりなる。蔚山は韓 国の機械、重化学工業の 中心地であり、現

代自動車 、現代造船、SKケ ミカル等が立地している。取扱能力が不足のた

め、「新港プロジェクト」がある。

12.済 州 港

(チェジュ、Ch蜘)
済州島の物流、人流の拠点としての役割を果たしている。

1-2釜 山港の概要

(1)港 湾施設 の概 要

釜 山 港 は 、水 域 面積 が243km2、 海 岸 延 長 が202k皿 、潮 位 差1.3m、 水 深 一5～-15m

で あ り、 北 港(NorthHarbor)、 南 港(SouthHarbor)、 ガ ム チ ョ ン港(Gamchun

Harbor)、 タデ ポ 港(TadaepoHarbor)の4港 よ りな る(表1-2-1、 図1-2-

1)。
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表1--2-1

〈 北 港 〉

釜山港の施設の概要

埠頭
岸壁延

長(m)
水深(m)

バース能力

トン、船舶数

貨物集積区域(m
2)

上屋、屋外ヤード

取扱貨物

第1埠 頭 437 8～9 10.0002 9,49712,252 一 般 貨物 、コンテナ

第2埠 頭 924 6.5～10

20.0001

10.0003

4.0001

9,42211,558 一 般 貨物 、コンテナ

中央埠頭 646 9 10.0004 一15
,685
一般 貨物 、コンテナ

第3埠 頭 1,145 8～9

20.0001

10.0004

5.0002

13,600

26,394

一 般 貨物
、コンテナ

第4埠 頭 1,311 5.5～8.2

20.0001

10.0004

5.0001

4.0001

6,800

40,360

一 般 貨物
、コンテナ

穀物ターミナル 371 12 50.0001 104サ イロ 穀物

第7埠 頭 667 7.5～10.5

15.0001

6.0001

5.0002

一44
,773
一般貨物

第8埠 頭 1,000 5～10

15.0003

10.0002

1.0003

一70
,837 特殊貨物

ジヤスンデCT 1,447 12.5
50.0004

10.0001

25,617CY

394,312
コンテナ

シンスンデCT 1,200 14～15 50.0004
10,033CY

672,000
コンテナ

ウアムCT 500 11
20.0001

5.0002

一CY

120,000
コンテナ

ガンマンCT 1,400 15 50.0004
7,400CY

336,000
コンテナ

国際旅客 ターミ

ナル
652 4.6～8.5

10.0002

3.0001

2002

一12
,557 旅 客 、コンテナ

内航 旅客ターミ

ナル
579 6～8

6ρ001

4.0001

3.0001

ち00011

一14
,842 旅客、内航貨物
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〈南港、ガムチョン港 、タデポ港〉

港
岸壁延

長(m)

水 深

(m)

バース能 カ

トン、船舶数

貨物集積区域(m2)

上屋、屋外ヤード
取扱貨物

45

南港 437 3～9 49

9

9,49712,252 沿岸水産物

50.0003

30.0003 製 材 、鉄 屑 、セ メン

ガムチョン港 924 5～13 20.0003 9,42211,558 ト、遠 洋水 産 物 、コン

10.0005 テナ

8,000-2.00020

タデポ港(開

発中)

一 一 一 一 木材
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図1-2-1釜 山港の全体図
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(2)北 港 の概 要

① コ ンテナ ター ミナル

a)ジ ャス ンデコ ンテナ ター ミナル

ジ ャ ス ンデ コ ンテ ナ ター ミナ ル(JasungdaeContainerTerminal)は 、 第1期 、 第

2期 港 湾 開 発 プ ロ ジ ェ ク トに よ り、 韓 国 初 の コ ンテ ナ タ ー ミナ ル と して 、1982年 に 建

設 さ れ た 。 ター ミナ ル の運 営 は 、BCTOC(BusanContainerTerminalOperation

Corporation)が 行 い 、 運 用 は コ ン ピ ュー タ制 御 で 行 わ れ 、 通 年24時 間 運 用 で あ る。

な お 、 本 ター ミナ ル は 、 現 代 商 船 に よ り買 収 され て い る 。

表1-2-2ジ ャスンデコンテナターミナル の概要

区分 規模

総面積 645,820m2

CY 394,312m2

CFS 25,119m2

岸壁延長 1,447m

機器 コンテナクレーン

トランスファークレーン

ストラドルキャリア

13基

30基

16台

同時着岸能力 10,000DWT×1、50,000DVVTx4

年間取扱能力 1,000,000TEU

b)シ ンス ンデ コンテナ ター ミナル

シ ンス ンデ(神 仙 台)コ ンテ ナ タ ー ミナ ル(ShinsundaeContainerTerlnina1)は 、

第3期 港 湾 開 発 プ ロ ジ ェ ク トに よ り建 設 され 、1991年6月 に運 用 開 始 され て い る。本

タ ー ミナ ル に は 、ポ ス トパ ナ マ ック ス 級 の コ ンテ ナ船 に対 応 す る高 速 ク レー ン が あ り、

タ ー ミナ ル の 運 営 はPECT(PusanEastContainerTerminalCo.,Ltd.)に よ り行

わ れ て い る 。

91



表1--2-3シ ンスンデコンテナターミナル の概 要

区分 規模

総面積 1,038,534m2

CY 712,782m2

CFS 9,880m2

岸壁延長 1,200m

機 器 コンテナクレーン、トランスファークレーン 11基 、33基

同時着岸能力 50,000DWT×4

年間取扱能力 1,280,000TEU

c)ウ ア ム コ ンテ ナ ター ミナ ル

ウ ア ム コ ンテ ナ タ ー ミナ ル(UamContainerTerminal)は 、1996年 に運 用 が 開 始

され て い る。小 中型 船 舶(5,000～20,000ト ン級)用 の3バ ー ス が あ り、4基 の ガ ン ト

リー ク レー ン と10基 の コ ンテ ナ ク レー ンが 整 備 さ れ て い る 。 運 営 はUTC(Uam

ContainerTerminalCo.,Ltd.)に よ り行 わ れ て い る 。

表1-2-4ウ ア ムコンテナターミナルの概 要

区分 規模

総面積 159,258m2

CY 124,838m2

岸壁延長 500m

同時着岸能力 20,000DWT×1、5,000DVVT×2

年間取扱能力 360,000TEU

d)ガ ンマ ンコンテナ ター ミナル

ガ ンマ ン コ ンテ ナ タ ー ミナ ル(GammanContainerTerminal)は 、第4期 港 湾 開 発

プ ロジ ェ ク トの 一部 と して 、1997年 に完 成 して い る。本 タ ー ミナ ル は 韓 国 の4大 船 社

で あ る現 代 商船 、 朝 陽海 運 、 韓 進 海 運 、 韓 国 高 速 に よ り運 営 さ れ て い る。

表1-2-5ガ ンマンコンテナターミナ ルの概 要

区分 規模

総面積 750,000m2

CY 383,000m2

CFS 9,600m2

岸壁延長 1,400m

機 器 コンテナクレーン、トランスファークレーン 12基 、33基

同時着岸能力 50,000DVVT×4

年間取扱能力 1280,000TEU
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② 一般 貨物埠頭

一般 貨 物埠頭で は
、一般 貨物や コ ンテナ貨 物 を扱い、 セ ミコ ンテナ船 に対応 し(表

1-2-6)、 日本、南 ア ジア、中国、ロシアへ の コ ンテ ナの フ ィーダーが行 われてい

る。

また、第1、 第2埠 頭 を除いて、 ター ミナル共 同運用 システ ムが導入 されて いる。

③穀物 ター ミナル

穀物 ター ミナ ル には104基 のサイ ロがあ り、140万 トンの穀 物 を取 扱 う。総貯蔵 能

力は102,940ト ンであ り、主 に、 南北ア メ リカか らの小麦や トウモ ロコ シを扱 ってい

る(表1-2-7)。

表1-2--6一 般貨物埠頭の概要

埠頭 岸壁延長(m)
バース能 力

(トン)

バース数 年間取扱能力 運営会社

第1 437 10,000 2 341,000 国

第2 924

20,000

10,000

4,000

1

3

1

1,804,750 国

中央 646 10ρ00 4 1,364,000
GlobalEnterprise

DongBuExpress

第3 1,145

20,000

10,000

5,000

500

1

3

2

1

2,569,550
Ha吋inTransportation

DongBangTransportLogistics

第4 1β11

20,000

10,000

5,000

3,000

1

3

2

1

2,315,000
KulJeTransportation

DongBangTransportLogistics

第7 667

15,000

6,000

5,000

1

1

2

1,738,800
SamJuTransporヒ

CheunYangTransportation

表1-2-7穀 物 ターミナ ルの概 要

岸壁延長

371m

バース能 力

50,000ト ン

バース数

1

年間取扱能力

1,400,000ト ン

施 設

アンローダ2基
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④ 国 際 旅 客 夕一 ミナ ル

カ ー フ ェ リー4隻 、水 上 フオ イ ル2隻 が 釜 山、 下 関 、 博 多 、 ヤ ン タ イ 間 に就 航 して

い る 。

表1-2-8国 際旅客ターミナルの概要

く航路 〉

航路 船舶 G/T 能力(人) 速度(ノ ット) 運航頻度

下関
Hamayuu

FerryPukwan

15,950

10,781

500

520

18

18

隔 日

隔 日

博多

Came田a

Beetle2

JB

9,700

164

164

628

232

232

20

45

45

週3回

毎 日

毎 日

ヤンタイ Ziyulan 6,475 392 20 週1回

〈施設〉

岸壁延長(m) バース能 力(ト ン) バース数 年間取扱能力

652

10,000

3,000

2000

2

1

2

737,700ト ン

279,000人

⑤ 内航旅客 ター ミナル

国内8定 期航 路があ り、 カーフ ェ リー と水 上 フォイル12隻 が就航 してい る。

(3)南 港の概要

南港 は、韓 国最大 の漁業基 地 と して毎 日800ト ンの水産 物 を取扱 ってい る。 ここに

は釜 山共 同魚 市場、 ジ ャガル チ(Jagalchi)魚 市場 、水産 物冷凍工 場、加 工場 が集積

してい る。

総面積 は90,000m2、 岸壁延長 は4,144m、 防波堤 延長 は400m、 埠頭面積 は23,940m2

で ある。

(4)ガ ムチ ョン港 の概要

ガ ムチ ョン港 の開発 は、北港 の機能 を補 うため1979年 に開始 されて い る。遠洋漁

船、沿 海一般 貨物 、セメ ン ト、船舶修理 に対 応 する もので、32隻 の同時 着岸 が可能 と

な り、年間取扱量 は1,200万 トンで ある。
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さ らに、ガムチ ョン港 の埋 立地 に、1997年 に韓進 コ ンテナ ター ミナルが建設 されて

い る。本 ター ミナル は韓進海運 によ り運営 されてお り、 ガ ン トリーク レー ン4基 、 ト

ランス フ ァー クレー ン10基 が整備 されてい る。

表1-2-9ガ ム チョンコンテナ ターミナル の概 要

区 分 規模

総面積 142,333m2

CY 85,561m2

岸壁延長 600m

同時着岸能力 50,000DWT×2

年間取扱能力 360,000TEU

(5)タ デポ港の概要

主 に沿岸 漁業 の水産 物 を扱 ってい る。釜 山港開発 マスター プラ ンでは、木材 、漁業、

水産物 に対応す る埠頭 として開発 され る計 画であ る。

1-3釜 山港における貨物取扱状況

(1)釜 山港の コンテナ取 扱量

釜 山港 のコ ンテナ取 扱量は増加 傾 向をた ど り、1998年 には575万TEUと な り、世

界第5位 となってい る。

なお、東 京港 は14位(245万TEU)、 横 浜港 は15位(220万TEU)、 神戸港 は

17位(209万TEU)で ある。

また、韓 国 内の港湾 別 にみ る と、 釜 山港 の コ ンテ ナ取扱 量は、1996年 以降毎年 約

50万TEU以 上増 加 してお り、国 内港湾 で9割 の シ ェア を占めてい る(表1-3-1)。

なお、1995年 か らコ ンテナの取扱 を開始 した光陽港の コ ンテナ取扱 量 も着実 に増 加 し

てい る。

表1-3-1韓 国内の港湾別コンテナ取扱量 (単 位:1,000TEU)

港湾 1994年 1995年 1996年 1997年 1998年

釜山港 3,825 4,502 4,726 5,233 5,753

仁川港 175 237 349 433 401

光陽港 12 17 19 59

その他 35 50 111 136 159

合計 4,035 4,801 5,203 5,281 6,372
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(2)コ ンテ ナ タ ー ミナ ル 別 の取 扱 量

釜 山 港 の コ ンテ ナ タ ー ミナ ル 別 に は、 ジ ャ ス ンデCTと シ ンス ンデCTの 取 扱 が 全

体 の 半 分 近 くを 占め 、1997年 か らウァ ムCT、1998年 か らガ マ ンCTと ガ ム チ ョ ン

CTで の 取 扱 が 始 ま っ て い る。

表1-3-2釜 山港のコンテナターミナル別の取扱量(単 位=1,000TEU)

コンテナターミナル 1994年 1995年 1996年 1997年 1998年

ジヤスンデCT 1,330 1,593 1,697 1β08 1,228

シンスンデCT 1,162 1,262 1,313 1,452 1,195

ウアムCT 一 一 一 345 279

ガンマンCT 一 一 一 一 886

ガムチョンCT 一 一 一 一 358

一般貨物埠頭 1,333 1,700 1,774 一 1,812

計 3,825 4,502 4,725 5,233 5,753

1-4釜 山新港開発 プ ロジェク ト等

(1)釜 山新港 開発 プ ロジェク ト

①釜 山新 港開発長期計 画

コ ンテナ貨物 の増 加 に対応 して、国 はGadukudoで 「釜 山新 港 開発長期 計画 」を策

定 してい る。計 画 による と、新 港で は年間460万TEUの コ ンテナ を取扱 う予定 であ

る。新 港の完成 に よ り、釜 山港は、2000年 代 にアジアのハ ブ港 と して の役 割 を果 たす

ことを 目指 してい る。

表1-4-1釜 山新港の施設整備の概要

区 分 計 1997～2005年 2006～2011年

コンテナバース 24 10 14

岸壁延長(m) 8,400 3β00 4,600

ター ミナル エリア(m2) 5,050,000 2,080,000 2,970,000

後 背 地(m2) 3,730,000 2,870,000 860,000

②釜 山新 港開発 プロジ ェク ト

上 記の計画 に対応 して、「釜 山新 港開発 プロジ ェク ト」が民 間導入 プロジ ェク トと し

て1996年 に告 示 され た。 これ に対応 してサ ムソ ン(三 星)、 ヒュ ンデ(現 代)、 ハ ン
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ジ ン(韓 進)な ど韓 国 を代 表 す る企 業 で 構 成 され る コ ン ソー シ ア ム が形 成 さ れ 、 プ ロ

ポ ー ザ ル の審 査 に よ り同 コ ンソー シ ア ム が 選 出 され た 。

現 在 、 プ ロ ジ ェ ク ト実 施 会 社 と して 、1997年 に釜 山新 港 ㈱(PNC:PusanNew

PortCo.,Ltd.)が 設 立 され 、 防波 堤 の 建 設(政 府 担 当部 分)が 始 ま っ て い る 。PNC

の株 主 は 、 サ ム ソ ン グル ー プ(27.5%)、 ヒ ュ ン デ グ ル ー プ(16.5%)、 ハ ン ジ ン グ ル

ー プ(12 .5%)、 韓 国 コ ンテ ナ タ ー ミナ ル オ ー ソ リテ ィ(KCTA、9%)、 そ の他(9

社 、34.5%)で あ る 。

プ ロ ジ ェ ク トの 費 用 は(ラ ンニ ン グ コ ス トを含 む)は 、360億7500万US$で あ る。

表1-4-2プ ロジェクトの 概要

項 目 規 模 備 考

コンテナバース 3.2km×600m 年間255万TEU

スモールクラフト 600m 作業船(タグ等)

多目的バース 300mX400m 一般貨物等

港湾関連エリア 340ha 流通、商業、支援施設

(2)ヤ ンサ ン内陸コ ンテナデポ

釜 山地方水 産庁 は、釜 山か らお よそ20kmの ヤ ンサ ン(梁 山、Yangsan)に 内陸 コ

ンテナデ ポ を整備 して いる。 これ によ り釜 山市 内の交通渋滞 の緩和 と内陸 コ ンテナ貨

物流通 システムの改善が期待 されてい る。

用地は851,000m2で あ り、内陸港及 び通関手続 の基 地 と しての役割 を果 た すこ とに

なって いる。

(3)マ リンパ ー ク

海洋博物 館、 ウォー ターパ ー ク、 その他 の施 設 で構 成 され るマ リンパ ー クが2006

年 に完成す る予定 であ る。用地 面積 は、720,660m2で あ る。

1-5光 陽 港 プ ロ ジ ェ ク ト

光 陽港は、 釜 山港 に次 ぐ大規模 コ ンテナ港 であ る。光 陽港 と釜 山港 を整備 するこ と

に よ り、韓 国政府 は、北東 ア ジア のハ ブ としての役割 を果 たす こ とをね らい と してい

る。

本 プロジ ェク トは、韓 国コ ンテナ ター ミナ ルオー ソ リテ ィ(KCTA)に よ り策 定

されてい る。第1期 計画 の24バ ー スの うち、4バ ースが完成 して1998年 に供 用開始

されて いる。
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第二節 韓国を巡るコンテナ航路の状況

2-1韓 国釜 山港 と日本の コンテナ航路 の状況

図2-1-1に 示 す よう に、韓国船社 による定期 コ ンテナ航路 は急激 に増 加 してお

り、99年 末現在 の週間 の便 数 は135便 に達 し、 その 日本 国内港湾 の就航 港 湾数は

43港 で あ り、運航 隻数 は50隻 に及 んで いる(平 成11年 現在 、釜 山地 方海 洋水 産

庁調 べ)。

また、表2-1-2に 示 す ように、運 行 してい る船社 は13社(内 フ ェ リー1社)

を数 え 、 全 体 で16万GIT程 度 の船 舶 が 動 い て い る。1船 当 た りの船 型 は概 ね

3,000GITで あ り、いわゆ る大 型船 が投入 されてい る基幹航路 に比較 すれば船型 は小 さ

いが、便数や運行距 離及び コ ンテ ナ取 扱個 数 を考え た大 きさであ ると言われ ている。

更 に、 日韓定 期航路 のみな らず、韓 進、現代、朝 陽 による基幹 航路、 あ るいはSEA

LAND,MAERSK,WESTWOOD,APL,P&ONedlloyd,NYK,MOLな どの海外船社 の運

行 を考 えれ ば、膨 大な 隻数 が釜 山港 に集 中 してい る ことが解 る。 また、98年 の釜 山

港 にお ける外 貿 コ ンテナの取扱港 数は575万TEUに 達 してお り、シ ンガポー ル、香

港、高雄、 ロヅテルダ ムに次 ぐ世界 第5位 の取扱量 を誇 ってい る。

図2-1-1日 韓定期航路便数及び就航港湾数

(便/週 、港数)

150

100

50

0

1991 1992 1993 1994 1995

■便数

日港湾数

1999
(年)

注 運輸省港湾局調べに99年 データを追加(釜 山地方海洋水産庁調べ)

98



表2-1-1世 界 のコンテナ港 トップ10 (単 位:TEU)

順位 港 1998年 1997年

1(2) シンガポール 15,100,000 14.135β00

2(1) 香港 14,650,000 14,567,231

3(3) 高雄 6,271,053 5,693,390

4(4) ロッテルダム 6,032,000 5,491,655

5(5) 釜山 5,752,955 5,233,860

6(6) ロングビーチ 4,097,689 3,504,603

7(7) ハンブルグ 3,550,000 3,337,477

8(9) ロサンゼルス 3,378,218 2,959,715

9(8) アントワープ 3,265,750 2.969」89

10(11) 上海 3,066,000 2,520,000

資 料=March1999Containerizationlnt'1

注:()は97年 の 順 位

表2-1-2日 韓航路船社別運航現況

区分
事業社名

運航船舶数
航 路

隻 総トン数(G/T) TEU

韓
国
船
社
(

1
3
)

高麗海運 10 36,907 2,976
釜山、蔚山/日 本東海岸5港 、新潟、

富山、金沢等

南星海運 7 21」61 1,632
釜山、馬山/日 本東海岸5港 、新潟、

下関等

東英海運 1 4,513 296 釜山/神 戸、大阪

東進商船 5 11,201 563
釜 山、馬山/日 本東海岸5港 、徳山、

門司、博多

凡洋商船 4 7,203 435 釜 山、馬山/日 本東海岸5港

凡舟海運 1 3,997 342 釜 山/東 京、横浜、名古屋、四日市

長榮海運 2 4,762 223 釜 山/門 司、細島、八幡

朝陽商船 5 14,184 875
釜 山、仁川/日 本東海岸5港 、広島、

堺、博多等

天京海運 5 15211 1,106
釜 山、仁川/日 本 東海 岸5港 、和 歌

山、泉北等

興亜海運 10 32,645 2,256
釜山、蔚山/日 本東海岸5港 、松 山、

今治、門司等

韓進海運 一 一
Space

Charter
日本東海岸5港

東南亜海運 一 一 〃 〃

釜 山フェリー 1 10,279 60 釜 山/下 関(カ ーフェリー)

計 51 162,513 10,764

外国

船社

(2)

カメリアライン(日) 1 15,439 120 釜 山/博 多(カ ーフェリー)

関 釜フェリー 1 16」87 114 釜 山/下 関(カ ーフェリー)

計 2 31,626 234

日 本 東 海 岸5港=東 京 、横 浜 、名古 屋 、大 阪、神 戸

国 籍船 社遠 洋 航路 寄 港母 船(51隻:韓 進24、 現 代17、 朝 陽10)は 除 く

輸 送参 加 外 国船コンテナ船社:SEALAND,MAERSK,WESTWOOD,APLP&ONediioyd,NYK,MOLな ど12社

釜 山地 方 海 洋水 産 庁調 べ(デ ータは1999年6月 現 在)
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2-2韓 国 と北海道 のコ ンテナ航路の状況

(1)運 航状況

北海 道 と韓 国釜 山港 の間 に就航 して いるコ ンテ ナ航路 は、 苫小牧港 と石狩湾新 港 の

2港 であ る。表2-2-1に 示す よ うに、94年 か ら日韓航路 が就航 し、99年 に道

内2番 目の石 狩湾新港 に就航 してい る。いずれ も概 ね週2便 体 制で ある。

(2)コ ンテ ナ取扱 状況

平成11年 の2港 の 日韓航路 の コンテナ取扱個 数は以下 の通 りで あ り(い ずれ も港

湾 管 理 者 に よる 速報 値)、 輸 出入 を合 計 す る と石狩 湾 新 港16,384TEU、 苫 小 牧 港

60,382TEU、 合計84,766TEUの コ ンテナ を釜 山 との間で動 か してい る。

石狩湾新港

輸出 実入 りコンテナ 1,014TEU 空コンテナ 7,059TEU

輸入 〃 8,245TEU 〃 66TEU

合計 〃 9,259TEU 〃 7,125TEU

苫小牧港

輸出 実入 リコンテナ 10,279TEU 空コンテナ 24,465TEU

輸入 〃 32,789TEU 〃 849TEU

合計 〃 43,068TEU 〃 25,314TEU

表2-2-1北 海道一釜山間のコンテナ航路の運航状況

港湾名 船社名
船種:船 名、積載個数

(正U)
開設年月 便数(曜 日) 寄港地

船舶 ・集

荷代理店

苫
小
牧
港

高麗海運

(KMTC)

フルコンテナ船

「SUNNYSPRUCE」342TEU

「SUNNYUNDEN」338TEU

94年10月
週2便

(火 、木)

苫 小牧 一酒 田 一

蔚 山 一釜 山 一苫

小牧

ナラサキ

スタックス

南 星 海運

(Nam-Sung)

セミコン予ナ船

rHAPPYSTAR」342TEU
95年4月

週1便

(金)

苫 小牧 一八 戸 一

釜山一苫小牧
栗林商会

興 亜 海運

(HEUNG-A)

フル コンテナ船

rHEUNG-AULSAN」

420TEU

「KAIDO」550TEU

99年6月
週2便

(火 、土)

苫 小牧 一釜 山 一

石 狩 湾新 港 一 苫

小牧

日本通運

石狩湾

新港

興 亜 海運

(HEUNG-A)

フル コンテナ船

rHEUNG-AULSAN」

420TEU

「KA夏DO」550TEU

99年6月
週2便

(月 、金)

石 狩 湾新 港 一 苫

小牧一釜山
日本通運

注1=日 本海事新聞調べ

注2:平 成11年12月 末現在
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表2-2-2日 本一韓国コンテナ航路の就航状況(1999年12月 末現在)

港
湾
名
船社名

船種:船 名、

積載個数(TEU)
開設年月

便数

(曜日)
寄港地

船舶代理店、集荷代

理店

CYオ ペ

フルコンテナ船

高麗海運

(KMTC)

rSUNNYSPRUCE」

342TEU

rSUNNYUNDEN」

94年10月
週2便

(火 、木)

苫 小牧 一酒 田 一

蔚 山 一釜 山 一苫

小牧

ナラサキスタックス

338TEU

苫
小
牧
港

南星 海 運

(Nam-Sung)

セ ミコンテナ船

rHAPPYSTAR」

342TEU

95年4月
週1便

(金)

苫 小牧 一八 戸 一

釜山一苫小牧
栗林商会

フルコンテナ船

「HEUNG-A

興 亜 海運

(HEUNG-A)

ULSAN」

420TEU
99年6月

週2便

(火 、土)

苫小 牧 一釜 山 一

石狩 湾 新港 一苫

小牧

日本通運

「KA1DO」

550TEU

フルコンテナ船
石
狩
湾
新
港

興亜 海 運

(HEUNG-A)

rHEUNG-AULSAN」

420TEU

「KAIDO」

99年6月
週2便

(月 、金)

石 狩湾 新 港 一苫

小牧一釜山
日本通運小樽支店

550TEU

八
戸
港

南 星 海運

(Nam-Sung)

フル コンテナ 船

rHAPPYSTAR」

342TEU

98年8月
週1便

(土)

八 戸一釜 山一苫

小牧 一八戸

船舶代理店=八戸港

湾運送

集荷代理店=八戸港

湾運送

フルコンテナ船 秋 田(水)一 釜 山

興 亜 海運

(HEUNG-A)

rHEUNG-ASEOUL」

420TEU

「VELA」

95年11月
週2便

(水 ・土)

一新 潟 一秋 田

秋 田(土)一 釜 山

一 富 山 一 新 潟 一

日本通運秋田海運

支店

316TEU 秋田
秋
田

フルコンテナ船
秋 田 一直 江 津 一

港
汎洋商船

「M/VKOREAN

PEARL」

99年12月

(予 定)

週1便

(金)
釜 山 一新 潟 一秋 秋田海陸運送

田
830τEU

延辺現通海運

集団有限公司

多用途船

rFUYUAN1」 99年8月 月3便
秋 田 一ポ シ ェット

ー秋 田
秋田海陸運送

110TEU

フルコンテナ船

酒
田
港

高麗海運

(KMTC)

rSUNNYOL1VE」

342TEU

rSUNNYL1NDEN」

95年5月
週2便

(水 ・金)

酒 田 一蔚 山 一釜

山 一苫 小牧 一酒

田

日本通運酒田支店

342TEU
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小
名
浜
港

南 星海 運

(Nam-Sung)

セ ミコンテナ船

rBONNYSTAR」

342TEU

98年9月
週1便

(水)

小 名浜 一 日立 一

釜 山 一鹿 島 一小

名浜

いわき小名浜 コンテ

ナサービス

日
立

港
ナビックス南星

フルコンテナ船

rBONNYSTAR」

342TEU

99年10月
週1便

(水)

日立 一小 浜 名 一

釜 山 一鹿 島 一 日

立

日立埠頭

フルコンテナ船
富 山 新 港(月)一

興亜海運

「VERA」

195TEU 週2便

金沢 一敦 賀 一舞

鶴 一釜 山 一富 山

95年1月 新港
(HEUNG-A) (月 ・木)

伏
rHEUNG-ASEOUL」

富 山 新 港(木)一

新 潟 一秋 田 一釜

杏
420TEU

山一富山新港 日本通運富山港支
国

山 フルコンテナ船 富 山 新 港(水)一 店
港 rSUNNYLAUREL」 釜 山 一新潟 一直

340TEU 江津 一富山新港
高麗海運 週2便

(KMTC)
92年1月

(水 ・金)
富 山 新 港(金)一

rSUNNYOAK」 金沢 一 釜 山一新

296TEU 潟 一直 江津 一富

山新港
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表2-2-2日 本一韓国コンテナ航路の就航状況(1999年12月 末現在)つ づき1

港
湾
名
船社名

船種:船 名、

積載個数(TEU)
開設年月

便数

(曜日)
寄港地

船 舶 代 理 店 、集

荷代理店

CYオ ペ

興亜海運

(HEUNG-A)

フルコンテナ船

「VERA」

195TEU

88年10月
週1便

(火)

金沢 一敦 賀 一舞

鶴 一釜 山 一伏木

青山一金沢

金 フルコンテナ船 金沢(火)一 境港 一

沢
港
高麗海運

rSUNNYCEDAR」

342丁EU 週2便

釜 山 一舞鶴 一敦

賀一金沢

金沢港運

(KMTC)
rSUNNYOAK」

88年10月
(火 ・土) 金 沢(土)一 釜 山 一

296TEU
新潟 一直 江津 一

伏木富山一金沢

フルコンテナ船 敦 賀(水)一 舞鶴 一

「VENUS」 釜 山 一伏 木 富 山

興亜海運 324TEU 週2便 一金沢一敦賀

敦
(HEUNG-A)

94年7月
(水 ・土) 敦 賀(土)一 釜 山 一

賀
港

調整中 秋 田 一金 沢 一敦 敦賀海陸運輸

賀

高麗海運

(KMTC)

フルコンテナ船

rSUNNYCEDAR」 95年8月
週1便

(月)

敦 賀 一金沢 一境

港 一釜 山 一舞鶴

342TEU 一敦賀

フルコンテナ船
清水 一大 阪 一神

「HEUNG-A
戸 一蔚 山 一釜 山

興亜海運 週2便 一清水

(HEUNG-A)
NAGOYA」

450TEU

97年9月
(月 、木) 清 水 一東 京 一横

清水運送

清
水

など2隻
浜 一蔚 山 一釜 山
一清水

港

フルコンテナ船
清 水 一名古 屋 一

汎洋商船

(PANOCEAN)

rPOSBRIDGE」

702TEU
99年3月

週1便

(水)

馬 山 一釜 山 一光

陽 一青 島 一光 陽 アオキトランス

など2隻
一 馬 山 一 釜 山 一

東京一横浜

フルコンテナ船

豊
橋
港

高麗海運

(KMTC)

rSUNNYPALM」

342TEU

rSUNNYMAPLE」

98年12月
週2便

(水 ・土)

豊橋 一蔚 山 一釜

山 一東 京 一横浜

一千 葉 一名 古屋 愛知海運産業

342TEU

一豊橋

舞
鶴

興亜海運

(HEUNG-A)

フルコンテナ船

「VERA」

316TEU

94年7月
週1便

(水)

舞鶴 一釜 山 一富

山 一金 沢 一敦 賀
一舞鶴 日本通運舞鶴海

港
高麗海運

(KMTC)

フルコンテナ船

rSUNNYCEDAR」

342TEU

95年8月
週1便

(月)

舞鶴 一敦 賀 一金

沢 一境 港 一釜 山
一境港一舞鶴

運支店
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和
歌
山
下
津
港

朝陽商船

(CHOYANG)

フルコンテナ船

rBUSANEXPRESS」

175TEU

95年9月
週1便

(木)

和 歌 山 下津 一大

分 一釜 山一神 戸
一大 阪 一和歌 山

下津

浅川組運輸

境
泉
北
港

天敬 海運

(CHUN

KYUNG)

フル コンテナ船

rBUSANEXPRESS」

175TEU

96年6月
週1便

(月)

堺 泉 北 一水 島 一

釜 山 一水 島 一釜

山 一和 歌 山下 津

一堺泉北

シーケーマリタイ

ム、

中 谷 運 輸 、三 菱

倉庫大阪支店

四
日
市
港

パ ン・コンチネンタル・

シッピング ・カンパ ニ

ー

フルコンテナ船

rASIAEXPRESS」

342TEU

91年12月
週1便

(火)

四 日市 一釜 山 一

東京 一横 浜 一名

古屋一四 日市

代理店=愛 三商船

四日市シッピング

CYオ ペ=日 本 トラ

ンスシティ
興亜 海 運

(HEUNG-A)

フル コンテナ船

rAURORA」

274TEU

95年10月
週1便

(金)

四 日市 一蔚 山 一

釜 山 一高 知 一名

古屋一四 日市

境
港
高麗海運

(KMTC)

フルコンテナ船

rSUNNYCEDAR」

370TEU

95年8月
週2便

(水 、金)

水=境 港 一釜山一

舞鶴 一敦 賀 一金

沢 一境港 、金:境

港 一釜山一境港

境港海陸運送

水
島
港

天敬 海 運

(CHUN

KYUNG)

フル コンテナ船

rSKYBLUE」

342TEU

95年9月
2週 に3便

(火 、木 、土)

釜 山 一大 阪 一神

戸一水島一釜山

中谷興運

高麗海運

(KMTC)

フルコンテナ船

rSUNNYPINE」

342TEU

99年5月
2週 に3便

(火 、木 、土)

釜 山 一大 阪 一神

戸一水島一釜山

興亜 海運

(HEUNG-A)

コンテナ船

rGLORIA」

294TEU

99年3月
週1便

(木)

釜 山 一水 島 一高

松 一広 島 一徳 島
一釜山

日本通運
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表2-2-2日 本一韓国コンテナ航路の就航状況(1999年12月 末現在)つ づき2

港
湾
名
船社名

船種:船 名、

積載個数(TEU)
開設年月

便数

(曜日)
寄港地

船 舶 代理 店 、集

荷代理店

CYオ ペ

フルコンテナ船 福 山(月)一 高 松

rSUNNYROSE」 (又は大分一徳 山

250TEU /志 布志)一 徳 島

福
山
高麗海運

(KMTC)

「CANNA」

150TEU 96年2月

週3便

(月 、金 、日

一広 島 一釜 山 一

福山 備後通運
港

rSUNNYCEDAR」 又は火)
福 山(日/火)一

342TEU

rSUNNYPINE」
釜 山 一神 戸 一大

阪一水島一福山
342TEU

フルコンテナ船
火=広 島(宇 品)一

興亜海運
rJUP置TER」

週2便

釜 山 一 伊 万 里 一

広 島(宇 品)、 金:

(HEUNG-A)
126TEU

rNO.1DONAM」

90年3月
(火 、金) 広 島(宇 品)一 釜

山 一水 島 一高 松

山九広島支店

93TEU
一広島(宇品)

フルコンテナ船
水=広 島(梅 田)一

「KOREAN
徳 山一釜 山 一松

山 一今 治 一広 島

朝陽商船
MASTER」

週2便 (梅 田)、 金=広 島 山陽海運広島支

(CHOYANG)
126TEU

「HAEWOO

94年8月
(水 、金) (梅 田)一 釜 山 一 店

松 山 一今 治 一伊

広

FRONTIER」

156TEU
予三 島一広 島(梅

島 田)

港
水:広 島(梅 田)一

フルコンテナ船 蔚 山 一釜 山 一福

高麗海運
rSUNNYROSE」

250TEU 95年4月
週2便

山 一高 松 一 徳 島

一 広 島(梅 田) 、
(KMTC)

「CANNA」
(水 、土)

土:広 島 一釜 山 一
ヒロクラ

150TEU 徳 島一高 松 一福

山一広島(梅田)

カメリアライン

フルコンテナ船

「INTEGRA」

326TEU

96年4月
週2便

(月 、木)

広 島(梅 田)一 釜

山 一徳 山 一広島

(梅田)

朝 陽商船

(CHOYANG)
韓 国(仁川)航路 87年4月

週1便(金)

(2000年4月
広 島(海 田)一 仁

川一広島(海 田)

山陽海運広島支

店
まで休止)

徳
山
下
松
港

東進商船

(DONGJlN)

セミコンテナ船

rDONGJINHOPE」

94TEU

73年

(コンテナ 化

は81年7

月)

週3便

(月 、水 、金)

徳 山 下松 一釜 山

一徳山下松 東和シッピング
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セミコンテナ船

rDONGJINHOPE」

朝陽商船

(CHOYANG)

94TEU

「KOREAN
96年10月

週1便

(水)

徳 山下松 一釜 山

一徳山下松 山九周南支店

FLOWER」

108TEU

カメリアライン

注1)

セミコンテナ船

「INTEGRA」 99年9月
週2便

(水 、日)

徳 山下松 一広 島
一釜 山 一徳 山下 日本通運徳山支

店
326TEU 松

セミコンテナ船

宇
部
港

南 星 海運

(Nam-Sung)

rSEAUNIX」

78TEU

rSEAAPEX」

96年5月
週1便

(水)

宇部 一釜 山 一下

関一宇部

日本通運宇部支

店

78TEU

三
田

南 星 海運

(Nam-Sung)

セ ミコンテナ船

rLUCKYSTAR」

256TEU

95年4月
週3便

(月 、水 、金)

三田 尻 中 関一徳

山下 松 一釜 山 一

三田尻中関

日本通運防府支

店

尻
中 コンテナ船

関 「H.SKWAICHUNG 週1便 広 島 一釜 山 一三
港 カメリアライン

EXPRESS」
98年9月

(日) 田尻中関一広島
ヒロクラ

229TEU

セミコンテナ船

岩
国
港

南 星 海運

(Nam-Sung)

rSEAHOPE」

88TEU

rSEAUNIX」

98年11月
週1便

(金)

釜 山 一三 田 尻 一

岩国一釜山

日本通運岩国支

店

88TEU
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表2-2-2日 本一韓国コンテナ航路の就航状況(1999年12月 末現在)つ づき3

港
湾
名
船社名

船種 船名、

積載個数(TEU)
開設年月 便数(曜 日) 寄港地

船 舶 代 理 店 、集

荷代理店

CYオ ペ

興 亜 海運

(HEUNG-A)

フル コンテナ船

「HEUNG-A

PUSAN」
95年6月

週2便

(月 、金)

徳 島小 松 島(月)

一釜 山 一松 山 一

今治 一徳 島 小松

島(金)一 釜 山 一

日本通運宇部支

店

204TEU

徳 徳島小松島

山
小
松
島

フルコンテナ船

「CANNA」 95年6月
週1便

(木)

徳 島小 松 島 一高

松 一福 山 一広 島
一釜 山 一徳 島 小

港
高麗海運

150TEU

松島
共同港運

(KMTC)
フルコンテナ船

rSUNNYROSE」 98年11月
週1便

(火)

徳 島 小松 島 一広

島 一蔚 山 一釜 山

一福 山 一高 松 一
250TEU

徳島小松島

高麗海運

フルコンテナ船

rSUNNYROSE」

250TEU

週1便

(月)

高松 一徳 島小松

島 一広 島 一釜 山

一福山一高松

高
松
港

(KMTC) フル コンテナ船

「CANNA」

150TEU

97年6月

週1便

(金)

高 松 一福 山 一広

島 一釜 山 一徳 島

小松島一高松

高松商運

興亜海運

(HEUNG-A)

フルコンテナ船

rJUP!TER」 97年6月
週1便

(木)

高 松 一広 島 一釜

山一水 島一高松

日本通運 四国支

店
120TEU

伊
予
三
島
港

朝陽商船

フルコンテナ船

「HAEWOO

FLONTIER」

156TEU

99年9月
週1便

(木)

伊予 三 島 一今 治
一松 山 一広 島 一

釜山一伊予三島

日本興運

フルコンテナ船 今 治(月)一 釜 山

rJUPITER」 一松山一今治

興亜 海 運

(HEUNG-A)

122TEU

「HEUNG-A
92年6月

週2便

(月 、木)
今 治(木)一 徳 島

日本通運今治支

店
小 松 島 一釜 山 一

PUSAN」
松山一今治

A 204TEU
7

治 フルコンテナ船 今 治(火)一 広 島
港

「BUSAN 一 釜 山 一松 山 一

EXPRESS」 伊予三島一今 治
朝陽商船

(CHOYANG)
175TEU

「KOREAN

94年8月
週2便

(火 、木) 今 治(木)一 広 島
今治商運

一徳 山下 松 一釜
MASTER」

126TEU
山一松山一今 治
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フルコンテナ船 松 山(月)一 今 治

rJUPITER」 一釜 山一松山

興 亜海 運

(HEUNG-A)

126TEU

「HEUNG-A
94年7月

週2便

(月 、木)
松 山(木)一 今 治

日本通運三津浜

支店
一徳 島 一広 島 一

PUSAN」
釜山一松山

松 200TEU

山
港

フルコンテナ船

「KOREAN
松 山(火)一 広 島
一釜 山 一伊 予 三

朝陽商船

(CHOYANG)

MASTER」

136TEU

「HAEWOO

94年8月
週2便

(火 、木)

島一今治一松山

松 山(木)一 広 島
山九愛媛支店

一徳 山 一 釜 山 一

FLONTIER」
今治一松山

156TEU

高
知
港

興 亜海 運

(HEUNG-A)

フル コンテナ船

rAURORA」

292TEU

98年4月
週1便

(木)

高 知 一名 古屋 一

四 日市 一釜 山 一

高知

日本通運

船舶代理 店・集荷

鹿
島
港
ナビックス南星

フルコンテナ船

rBONNYSTAR」

342TEU

99年10月
週1便

(火)

鹿 島 一 日立 一小

浜 名 一釜 山 一鹿

島

代理店=鹿 島埠頭

オペレーター代理

店=鹿 島港湾運送

フルコンテナ船

千
葉

高麗海運

(KMTC)

rSUNNYPALM」

342TEU

rSUNNYMAPLE」

94年6月
週2便

(火 ・金)

千 葉 一横 浜 一名

古 屋 一蔚 山 一釜

山一東京一千葉

日本通運千葉海

運支店

港 342TEU

朝陽海運

フルコンテナ船

rACACIA」

342TEU

99年8月
週1便

(火)

千 葉 一東 京 一横

浜 一名 古屋 一蔚

山一釜山一千葉

山九千葉港支店

崇
南 星海 運

(Nam-Sung)

フル コンテナ船

rCARINASTAR」

706TEU

96年7月
週1便

(金)

川 崎 一馬 山 一釜

山一川崎
ナビックス南星
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表2-2-2日 本 一韓国コンテナ航路の就航状況(1999年12月 末現在)つ づき4

港
湾
名
船社名

船種:船 名、

積載個数(TEU)
開設年月 便数(曜 日) 寄港地

船 舶 代 理 店 、集

荷代理店

CYオ ペ

新
潟
港

高麗海運

(KMTC)

フルコンテナ船

「サニー・ローレル」

338TEU

91年9月
週1便

(月)

新潟 一直江 津 一

富 山 一釜 山 一新

潟

日本通運新潟支

店

興亜 海 運

(HEUNG-A)

フル コンテナ船

「ビーナス」

324TEU

94年7月
週1便

(火)

新 潟 一秋 田 一釜

山一新潟

リンコー コー ポ レ

ー ション

高麗海運

(KMTC)

フル コンテナ船

「サニー・オーク」

342TEU

98年10月
週1便

(水)

新 潟 一直 江 津 一

富山 一金 沢 一釜

山一新潟

日本通運新潟支

店

汎洋商船

(PANOCEAN)

フルコンテナ船

「コリアン パール」

320TEU

97年2月
週1便

(木)

新 潟 一秋 田 一直

江津 一釜 山 一新

潟

富士運輸東港支

店

興 亜 海運

(HEUNG-A)

フル コンテナ船

「HEUNG-A

SEOUL」

420TEU

99年6月
週1便

(金)

新潟 一秋 田 一釜

山一富山一新潟

リン コー コー ポ レ

ーション

直
江
津
港

高麗海運

(KM丁C)

フルコンテナ船

「サニー・ローレル」

338TEU

95年10月
週1便

(火)

直 江津 一富 山 一

釜 山 一新潟 一直

江津 日本通運直江津

支店フル コンテナ船

「サニー・オーク」

342丁EU

97年3月
週1便

(木)

直 江 津 一富 山 一

金 沢 一釜 山 一新

潟 一直江津

汎洋商船

フルコンテナ船

「コーリアン ハ.一ル」

330丁EU

99年12月
週1便

(土)

直 江 津 一釜 山 一

新 潟 一秋 田 一直

江津

直江津海陸運送

博
多
港

東 海商 船

(Dong-Jh)

フル コンテナ船

「DONGJIN

HAKATA」

180TEU

な ど3隻

80年9月
週3便

(火 、木 、土)

博 多 一釜 山一博

多
相互運輸

カメリアライン

(フエリー)

貸 客 船

「か めりあ」

120TEU

90年12月
週3便

(月 、水 、金)

博 多 一釜 山 一博

多
カメリアライン

興亜海運

(HEUNG-A)

フルコンテナ船

「NOVA」

204TEU

99年6月
週3便

(月 、水 、木)

博 多一門 司 一釜

山一博 多
東洋港運

南 星海 運

(Nam-Sung)

フル コンテナ船

rMERRYSTAR」

342TEU

99年12月
週3便

(月 、水 、金)

博 多 一釜 山 一下

関一博 多
博多港運

CMA 投入船未定 99年12月
週1便

(木)

博 多 一釜 山 一川

崎一神戸一博多

ホ ー ム ・リン ガ商

会
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(月)下 関 一 釜 山

セミコンテナ船

rSEAAPEX」

一 下 関(火 ・金)下

関 一釜 山 一下 関

(水)下 関 一 宇 都

南 星 海運

(Nam-Sung)

88TEU

rMERRYSTAR」 92年10月
週6便

(月 ～ 土)

一釜山一下関

(木)下 関 一大 分

日本通運下関国

際運輸送支店
342TEU

下
関

rKOREXINCHON」

一細 島 一釜 山 一

下関
港 196TEU

(土)下 関 一 釜 山

一下 関

フェリー
船舶代理店=関 釜

関釜フェリー

「はまゆう」

114TEU

「フェリー 釜 関」

70年6月 毎 日
下関 一釜 山 一下

関

フエリー

集荷代理店=関 光

汽船
80TEU

大

南 星海 運

(Nam-Sung)

フル コンテナ船

rMERRYSTAR」

342TEU

95年6月
週1便

(金)

釜 山 一下 関 一細

島一大 分 一 中関

一釜山

日本通運大分支

店

大分海運事業所

分 フルコンテナ船
港
朝陽商船 「BUSAN 週1便 釜 山 一広 島 一今 山九大分物流事

(CHOYANG) EXPRESS」
96年3月

(木) 治一大分一釜山 業所

175TEU
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表2-2-2日 本 一韓国コンテナ航路の就航状況(1999年12月 末現在)つ づき5

港
湾
名
船社名

船種:船 名、

積載個数(TEU)
開設年月 便数(曜 日) 寄港地

船 舶 代 理 店 、集

荷代理店

CYオ ペ

セミコンテナ船

長栄海運 rJANGYUNG

(JANG-

YUNG)

SUN」

169TEU

93年12月
週1便

(土)

釜 山 一門 司一細

島一釜山
八興運輸

細
島

など2隻

港 フルコンテナ船

南 星 海運

(Nam-Sung)

「KOREX

【NCHEON」

169TEU

95年3月
週1便

(金)

釜 山 一下 関一大

分一細島一釜山

日本通運延岡支

店

など2隻

興亜海運

(HEUNG-A)

フルコンテナ船

rNO.1DONAM」 99年6月
週1便

(金)

八 代 一釜 山 一伊

万里
八代港運

八 106TEU

代
港
高麗海運

(KMTC)

フルコンテナ船

rSUNNY

SPRUCE」
99年7月

週2便

(月 、木)

八 代 一熊本 一長

崎一釜山

日本通運八代支

店

342TEU

釜 山 一 伊 万 里 船舶代理店=三 栄

伊
万
里
港

興 亜 海運

(HEUNG-A)

セ ミコンテナ船

rNO.1DONAM」

92TEU

97年4月
週2便

(月 、木)

(月)一 広 島 一釜

山

釜 山 一 伊 万 里

海運

集 荷 代 理 店 、CY

オペ=奈 雅井

(木)一 八 代 一 釜 集荷代理店=日 本

山 通運

フルコンテナ船

長
崎
港

高麗海運

(KMTC)

「SUNNY

SPRUCE」
99年7月

週2便

(火 、金)

釜 山 一八 代 一熊

本一長崎一釜山

日本通運長崎支

店ほか

342TEU

フルコンテナ船

熊
本
港

高麗海運

(KMTC)

「SUNNY

SPRUCE」
99年7月

週2便

(月 、木)

熊 本 一長崎 一釜

山一八代
三角海運

342TEU

2-3韓 国 とサハ リン間の航路 の状 況

(1)韓 露航路の就航から現在

韓露海運(SASCO)は94年 に韓 国、 ロシアの両 国協議 で 開かれた航路 を運 営 する

ため に設 立され た会社 であ り、95年 まで釜 山 一コルサ コ フを220TEUセ ミコンテ ナ

船で定期運航 してい た。
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その後、96年 にBAM鉄 道 につな がるコ ンテナ を期待 して ワニノ にも就航 し、釜

山一ワニノ ーコルサコ フー釜 山 と し2隻 体 制 とした。

更 に、97年8月 には モ ラ トリアムがあ り、金 融危機 以降 の海 外債務 の不履 行宣言

を行 って信 用度 を失 い、全て の貨物が70～80%減 少 し、2隻 で70%程 度 あ った消

隻率が大 幅に減 少 した。

現在2週 間 に1隻(隔 週)の 運航 で あるが韓 国か らの輸 出貨物 はほ とん ど無 く、片

荷の状態で あ り、更 にその消 隻率 も50%未 満で ある。

(2)コ ルサ コフ港 の取扱実績

2000年3月 の コルサ コフ商港社長ヤ ニ ヅキー氏 へ の ヒア リング による と99年

のコル サコ フ港 にお ける取扱 実績 は、以下 の とお りであ る。

表2-3-1コ ルサコフ港取扱実績

20フ ィー ト 40フ ィー ト

コンテナ取扱実績(個) 実入りi空 コン 実入り1空 コン

韓露航路コンテナ

釜山→コルサコフ 514 22

コルサコフ→釜山 85 1,070 15 186

北米航路(不 定期)

北米→コルサコフ 225 401

コルサコフ→北米 237 410

沿海州航路(FESCO)

ウラジオ→コルサコフ 1網51112gl

(その他 のコンテナ415個)

その他の一般貨物(輸 出のみ)、単位:実 トン

木材 160,682

スクラップ 23,997

コンテナ 67,560

石炭 21,211

石炭(含 むゲルマニューム) 168,604

穀物 18,604

泥炭 10,186

大陸棚関連貨物 3,240

サハリン皿関連貨物(北 米から) 410TEU ホルムスクに陸送
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2-4北 海道 内にお けるコンテ ナの取 扱動向

北海道 内にお ける全て の外 貿 コンテナ貨物 の流動 について、平成5年 に行わ れた調

査(外 貿 コ ンテナ貨 物流動調 査)を 参 考 に道 内地域 の発 生集 中状 況 をみる と、表3-

4-1の ようになる。

地域 シ ェア を見 る と、出入 りとも道央 圏が半分 以上 を占めてお り、特 に札幌 市の外

周部分 の立地産業 に集 まってい るこ とがわ かる。 しか し、道北 や道東 にも広 がってお

り、 平成5年 当時 は外 貿 コ ンテナ の就航 は苫 小牧港だ けであ り、 この ような地域 が陸

送費用 を負担 して いる もの と考 え られ る。

一方
、発生 ・集 中 とも生 産地詰 め、 消費地取 り出 しが多 く、 コ ンテナ貨 物 の特徴 と

して戸 口輸 送の メ リッ トが発揮 され ている もの と考 え られ る。

平成9年 には石狩 湾新港 に も韓国航 路が就航 し、道央 圏の貨物 が よ り近 い港 を使 う

傾 向 を見せ てお り、特 に家 具類な どは ヨー ロ ッパや東南 ア ジア製 品を釜 山経 由で輸入

してお り、実際 に諸 コス トが軽減 で き、 その こ とに よって販 売額 にまで影響 を与 えて

い る。

表2-4・-1外 貿コンテナの地域発生集中量 (平 成5年11月 の1ヶ 月調 査 、単位:ト ン)

地域から発生(輸 出) 地域へ集 中(輸 入)

区分
生産地

詰め

埠頭詰

め

その他

詰め
合計
地域シェ

ア

消費地

取出

埠頭取

出

その他

取出
合計
地域シェ

ア

合計 4,021 466 1,204 5,691 100.0% 18,501 3,065 867 22,433 100.0%

道北 67 103 1,092 1,262 22.2% 4,875 749 402 6,026 26.9%

道央 2,723 363 112 3,198 56.2% 10,961 1,467 254 12,682 56.5%

札幌市 352 162 112 626 11.0% 3,513 678 235 4,426 19.7%

その他 2β71 201 2,572 45.2% 7,448 789 19 8256 36.8%

道東 1 1 0.0% 2,147 822 211 3,180 14.2%

道南 478 478 8.4% 464 464 2.1%

青森県 734 734 12.9% 54 27 81 0.4%

岩手県 18 18 0.3% 0.0%

注:「平成6年 度外貿コンテナ貨物流動調査平成7年3月 」運輸省港湾局
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第三望書韓欝におiするま率頭経堂

3 -1 韓閣のコンテナ港湾の麗説

を通じて コンテ韓国でコンテナを処理できる

ナ専用埠頭として議設された仁]11

1974年民間

4埠頭をiまじめ、 で5港、約 27パース(岸

の長さiま7，672お〉が運営されている{表3-1-1

( 2万---5万トン級3パース、 675~;、装講 5 合)⑧ 仁川港:鋪4

@ 光鶴港 1 コンテナ埼頭 (57Jトン級4パース、 1，400程、装備8合)

緩 罵出遅:第4土準額(2万トン級 lパース、 210~;、装備 2 台)

@ 釜山選パース{うち 5万トン毅 14パース)、 5.147託、装備 45台)

e ジャスンヂ:5パース(ち万トン綴4，1万トン毅 1)，1，447誌、装鎚 13台

@ 新仙台:5万トン級4パース、 1，200江、装講 11

@ ガンマン:ら万トン級4パース、 1，400誌、装備 12

③ ウアム:3パース(2万トン級し 5千トン級2)、 500~!V、装備 4

③ ガムチョン:5万トン毅2パ…ス、 600誌、装髄4

@ 一般埠践:第 1---4埠頭およひ*中央埠頭、装犠 1

@ 蔚山潜;鱗8埠頭 (3万トン級:パース、 240~号、装議 l 台〉

1997年の議山道及び仁川港 国の 5大港湾のコンテナ埠頭で された黄物

量iま6，226千じで奉る。その内訳は、輸入 2，307千TEU、輸出 2，404千TEU、

トランジット 1，171千じ、内貿 3差是千でまろる。また、港別では、釜山港

が 5.493千 (88.2%)、仁間潜が 583千じく9.4先入麗出港が 93千TEU

(1.5%)、賂山港が 37千TEU(0.6%)、光鶴港が 19千TEU(0.3%)で島る。
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表3-1-1 港湾}1IJコンテナ埠頭現況(98年6.F.1末現高)

接浮総力
まと要荷役緩備 '97実繍

区分 埠襲名 I (DWT x パ 珪長(m)

ース数)
{能力×台数) τευ) 

2万Xl 200 C/C 27Tx 1 
大韓選議

3万 x1 225 C/C 30τx 1 

仁111
第4:1息顕 584 韓進海運

5Jラx1 250 C/C 35τX1 
持74若手選翫

675 C/C 40T x 2 
- -鵬働仰や - -側側恥 ωω "ト令酌ー叩 ω 叩勾ーーー一吻側梢ー一一一一日時繍嗣同ー一一十一 ωω 働、制一一一 副 明ーー-- 司品柳械哨降車ー一市

{小計 I3パース 5会

光鶴港| 第1段髄 1，400 C/C 35T x 8 19 

鳥山港 第4:1:傘覇
LLC尋0τx1 

2万 x1 210 37 
C/Cヰ0τx1 

ジャスンデ 5万×尋 1，447 C/C 30.5T x 5 〈韓入)
I 1978.9選雲

1，2段階) 1万x1 C/C尋O.惑TX8 1，言語3
有--四凹皿四胃『置 幽酬明糧事---・ーー幽 H 相岬 脚晶ー』白幽世 -----_.梢 ー---・ a幽四 暢時一一---曽田

持f僚会 5万x4 1，200 C/C 40.6T x 11 
暢同ー--剖帆輔情働暢 - -由市町叫 師岡田 F 一一一咽

ガンマン 5万 x4 1，400 

{第ヰ段階) 2，136 
1998.2 

C/C 50τx3 
島出ーー--柑榔僻冊崎ー#嶋一品目附 開胃---由市冊崎暢# ーー由市神鋼砂 W 噛-- --司旧制暢世

ウアム 2万x1 500 C/C 40.6Tx4 
1996.9運営釜山港 {第7埠頭) (トランジッ

E 酌船会W 四------四四四回目園--- 加山ー-- _.催 A暢柑屑四ーーーー '‘---昼過色地信榊棋禍根禍伺-開園・・- -掴御崎侮喝

ガムデ蕊ン 5万X2 600 I C/C 40.6τx4 ト)1，171 3号97.11
- - --司--似品目甲骨---圃 眉邑.-ー・・四四榊雌 E - -ーー --ω "一一一ー---吻悌一』ーーヨ】姐 切 - - “出 a催A雌潤用時--由司崎

一綴埠頭
C/C 27.5T x 1 (肉謹〉 1-ヰ

移動式装儀 $ 

( 11、計) 持パース 5，147 45 5，493 

ジきンイル埠譲
移動式クレ一、 オンサン

3万x1 240 
5埠頭

3-2 コンテ の状涜

!i，器家(湘洋水盛語、

するハイブワッド型と、

ナ…ァ、ノコ 公団など〉これらの韓

が

きる。

韓国では、いわば国家プロジェクトとして港湾投資がなされ長い間、田哲管理を実

施してきたが、昨今の社会間接資本の畏醤イじと競艇護和の世界的なトレンドに合わせ

て、横極的な民間紫本の導入し競争原理を取ち入れようとしている(表3… 2-1 

し、民間 による開発運営型に大別

照)。
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表3--2-1管 理体制による港湾使用料と運営会社の収益構造
1

管理

体制
管理主体 港湾 運営会社 会社費用 会社収入

■

備考

国
家
開
発
民
間
運
営

海洋水産部

(TOC制)

馬山港第4埠 頭 大韓通運 専用使用料 荷役収入 共用埠頭

高麗海運 、興亜海蔚山港第6埠 頭
・運

韓

野

孝
ナ
埠
頭
公
団

[

汰韓通運、韓進海仁川港第4埠頭ド 転貸使用料 荷役収入

運

転貸共用

埠頭

現 代商船.韓 進海

光陽港1段 階 運、朝陽 商船 、大 転貸使用料 荷役収入

(4バ ース)韓 通運

各1バ ース

船社専用

埠頭

釜山コンテナ埠頭釜 山港

運営公社 転貸使用料 荷役収入ジ
ヤスンデ(

BCTOC)

共用埠頭

(株)神 仙 台コンテ

神仙台 ナ タ ー ミ ナ ル 転貸使用料 荷役収入

(PEC丁)

共用埠頭

現 代商船、韓進海

運、朝陽 商船 、大ガンマン4段 階 転貸使用料 荷役収入

韓通運

各1バ ース

船社専用

埠頭

ウァム ター ミナルウアム埠頭 転貸使用料 荷役収入

(株)(UTC)
共用埠頭

(株)韓 進 、大韓 通

第3埠 頭 運 、セバン企 業 、 転貸使用料 荷役収入

東進、東部高速

共用埠頭

4埠頭 国際通運、東邦 転貸使用料 荷役収入 共用埠頭

民
間
開
発
民
間
運
営

ジヨンイルコ

ンテナターミ

ナル(株)

一部敷地
港湾建設費オンサン港 ジ

ョンイルコンテナ 所有、接帰属施設専

第5埠 頭 ターミナル(株)岸 料、荷用使用料

役収入

非管理庁

港湾公社

(港湾法)

韓進海運

港湾建設費 ターミナル

ガムチョン 韓進海運 帰属施設専 所有、荷

用使用料 役収入

釜山新港湾

(株)

背後敷地

港湾建設費 所有、接釜山新港 釜山新港湾(株)

運営費用 岸料、荷

役収入

浦港ヨンイル

湾新湾

背後敷地

浦港ヨンイル 浦港ヨンイル 港湾建設費 所有、接

湾新湾 湾新湾(株)運 営費用 岸料、荷

役収入

資料:韓 国海洋水産開発院 、「釜山新港湾適正使用料算定研究」、1999.5,p」48
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た とえば、 国家所 有の基盤 ・下部施 設 を民間が一定期 間賃貸 して使用 す る埠頭運 営

会社(TerminalOperatingCompany:TOC)制 度 を1997年3月 に一部 の港湾 とコ ン

テナ埠頭で導 入 し、港湾運 営の本格 的な民営化 の こころみ がその良い例 であ る。(現 在

全国の主要港9ヶ 所 の31埠 頭 でTOC制 が実施 されてい る。)計 画で は、 現在部分 的

に実施 されてい るTOC制 を段 階的 にすべ ての港 に拡大 して民営化 を本格化 し、さ らに

は荷役料 率の 自由化等 に よる規制 改革 を通 じて、競 争環境 を造成 し生産性 向上 を 目指

す。 また、新規 に開発 す る埠 頭 にお いては、岸 壁、ヤー ド、荷役機 械、保 管施設 等 に

対 する投 資 を民間 に投 資 させ て、制 限付 きで はあ るが、所 有権 や運営権 を付与 してい

く。

1994年8月 に 「民資誘致 促進法 」が発効 されて以来、港 湾 に対 する民間資 本の投 資

は現在8件 で、6兆5千 億 ウォンの事業 が計 画 ・推進 されて い る。その 中で も、釜 山

新 港は総事業 費3兆8千 億 ウォ ンで、コ ンテナ24バ ース、多 目的1バ ース とい う大規

模 事業 として注 目されてい る。事業 の施 工者は(株)釜 山新 港湾で ある。

3-3釜 山港 のコ ンテナ取扱料 の概要

現在 、 コ ンテナ貨物 の港湾使 用料 は政 府 の規制 料金で あ る。 その うち、 最 も大 きい

部分 を 占める荷 役料 は国 内最初 の コ ンテナ専用 ター ミナ ルで あ る釜 山ジ ャス ンデ埠頭

で適 用 した料金 を一定 基準(イ ン フレな ど)に よって調 整 し、 現在 の水 準 が決 定 され

た。 この 間、韓 国の港湾施 設は すべ て政 府 が開発、管理 ・運営 し、荷役料 は荷 役免許

を取 得 した業者や ター ミナル運営会社 が認 可 された料金 を賦課 して きた。 コ ンテナ タ

ー ミナル運 営会社 は政府 に一定金額 の賃貸料 を納付 し
、事業 を行 う民間会社 で、基本

的 には政府 の規制 料金水 準で賦課 す る事 にな る、 しか し、基 本料金 のほか に も色 々な

付加サー ビス料金 が存在 し、 また、曳船料 やODCY(Off'DockContainerYard)で 提供

され るサー ビスは基 準料金 があ って も、大 口顧 客 の船社 との契約 で料 率が決定 され る。

ここで は、 よ り正確 な使用料 を算定 するため に、韓 国海 洋水産 開発院 が1997年 に行

った実 態調査 をも とに計算 す る。 この実態調査 は使用料 の徴収 主体で あ る釜 山地 方海

洋水産庁 、韓 国コ ンテナ埠頭 公 団 と、荷役料 につ いてはBCTOC、PECT、UTC、 ガ ン

マ ンの4社 、 さ らにODCY使 用料 は処理実績上位5社 を、最後 に曳船 料、通船 料な ど

は協会 や個別事業者 を対象 に実施 された ものであ る。

(1)施 設使用料及び 関連サー ビス料

港湾施 設使 用料 は船舶 入港料 、停泊料、 貨物入 港料、接岸 料な どで構成 され る。 貨

物入港料 は平均 す る と、1TEU当 た り2,379ウ ォ ンで、接岸料 は平均 で1,506ウ ォ ン

で ある。
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表3-3-1港 湾施設使用料及び関連サービス料

使用料 賦課基準 BCTOC PECT UTC ガンマン

船舶入 港料
1,108千 ウ ォ 1β00干 ウ ォ

(千 ウオン/ 128ウ オン/ 3,274千 ウオン 4,733千 ウオン
ン ン

隻) GT (27,790GT) (40,588GT)
(9,514GT) (29,528GT)

(平均船型)

外 航 船:178

停 泊料(ウ ォ 内航船:58 403,290 962,171 303,995 671β72

港
ン/隻) (10GT・12時 ウオン ウオン ウオン ウオン

湾 間当たり)
施
設
貨物入 港料

使
用
料

(ウオン/

TEU)

総 額/貨 物
i

外港=192

ウ ォン/ト ン

内港:48

2,268ウ オン

(3,737百 万

ウオン/

2,516ウ オン

(3,455百 万

ウオン/

2,276ウ オン

(726百 万

ウオン/

一

(901百 万

ウオン/
亘

(トラ ンジット
ウォン/ト ン 1,647,816TEU) t452,036TEU) 318,915TEU) 251,695TEU)

を除く)

接 岸料(ウ ォ 外航 船=340 1,575ウ オン 1,929ウ オン 1,013ウ オン
一

ン/↑EU)

総 額/貨 物

内航 船=114

(10GT・12時

(2,847百 万 ウォ

ン/

(2,801百 万 ウォ

ン/

(350百 万 ウ

オン/
(436百 万 ウ

量 間当たり) 1,808,146TEU 1,452,036TEU 345,636TEU)
オン)

基本料+GT+

水先料 Drafヒ(ウ オーン 306」31 358,354 189,705 398,556

/隻)

距離基準

(ウオン/隻)
74,634 75,259 71,477 87,389

関
連 通船料 (ウオン/隻) 70,000

サ

ー
曳船料 (ウオン/隻) 351,651 731,025 325」67 738,223

ビ 貨 物 トン 当
ス
料 たり

実 入 りコン

検数量 97 3,137 3,688 2,513 2,853

空コン74

搬 入 搬 出

520

資 料=前 掲 書 、p.155よ り作 成

荷役料及びODCY使 用料

荷役料 は船 内作業 、マー シャ リングサー ビス な どの基本サ ー ビス のほか に、移船 籍、

冷凍 コ ンテ ナ、経過保管 料、船 倉 開閉、船 内移籍 、特殊 コ ンテナ荷 役サー ビス に至 る

追加 サー ビス を も含む。調査結果 、BCTOCが47,436ウ ォ ン/TEU、PECTが48,384

ウオ ン1TEU、UTCが46,729ウ ォン/TEUで 殆 ど差が な く、処 理貨物量 基準で加 重

平均 する と、47,760ウ ォ ン!TEUで あ った。荷役料 の 中で、最 も大 きい収 入部分 を占
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め るのは基 本料 で全体収 入の85%を 占める。 また、移 船籍 サー ビス提供 に伴 う収入

が約10%、 冷凍 コンテ ナサー ビスな どの追加サー ビスが約5%で あった。

釜 山地域 にあるODCY業 界 の1TEU当 た りODCY操 作料及び シャ トル料 は、実績

値 の加重 平均で それぞれ23,019ウ ォ ン/TEUと15,867ウ ォ ン1TEUで あ った。ちな

み に、 釜 山港 で処 理 され る コンテナ貨 物の約70%がODCYを 利 用 して いる とされて

いる。

3-4世 界 の主要 港の コ ンテナ取扱 料

(1)世 界の主要港 との港湾使用料比較

世界 の主要港湾 の使 用料 を釜 山港基準 で比較分析 した結果、標 準船型 が約1200TEU

のコ ンテナ を一度入港 して積 み降 ろ した場合 に、費用 が最 も低 い港 は上海港 であ り、

次い で釜 山港 とな ってい る。 逆 にこの9港 で最 も費用 が高い のは ロング ビー チ港 であ

り、次 いで神戸港、香港 港の順で ある。

また、公共 料金 と して の性格 が強 い施 設使用 料 は、香 港港 が最 も低 く、 曳 き船 と水

先料 な どの入港 関連サー ビスは釜 山港が最 も低 い 。更 に、荷役 料 のみ を見 る と上海港

が最 も低い こ とがわか る。

大阪港 と神戸港 を見 る と、施設使 用料 は概 ね釜 山港 程度 だが、入 港関連 サー ビスは

極 端 に高 くな って いる ことが わか る。 また、ボ リュー ムが大 きい荷 役料 は釜 山港 のそ

れぞれ1.9倍 、2.2倍 とな って いる。

コ ンテナ の取 扱 に際 し発生 す る料金 は各国様 々で あ り一様 な比較 は難 しいが、公 表

されてい る料 金表 を使 って算 出す れば概ね表3-4-1に 示 す とお りとな る。 しか し

なが ら、料金 体系 は非常 に複雑 で あ り、実際 には公表価 格で取 り引 きされ る例 は少な

い と言わ れてお り、大 ロユ ーザー や商習慣 な ども相 まって、実 勢価格 の把握 は非常 に

難 しい と言われ てい る。
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表3-4-1標 準船型による主要港湾の使用料比較(単 位=千 ウォン)

区分 内訳 釜山港
シンガポ高雄港 香港港 上海港
一ル港 大阪港

ハンブル

グ港

ロングビ

ーチ港 神戸港

施
設
使
用
料

船舶入港料 6β98 3,2582,43914,1573,112 4,769 35,977 9,452 4,769

接岸料 2,549 2,6612,0041,2888,517 一 一 3,178 一

貨物入港料 3,002 15,703--21,094 8,917 一 一 8,917

小計 11,949 21,6224,44315,44532,723 13,686 35,977 12,630 13,686

釜山港基準 100 18137129274 115 301 106 115

関
連
施
設

曳船料 1,530 2,9572,4322,1662,461 3,608 19,429 4,155 3,480

水先料 756 5522,0514.226454 6,299 8β27 5,252 10,237

小計 2,286 3,5094,4846,3922,915 9,907 28,256 9,407 13,717

釜山港基準 100 153196280128 433 t236 411 600

荷
役
料

ターミナル

基本料
67,890 101,027170,16857,95178,444 146β82 100,924 168,140 160,122

離岸料 19,023 37,67644,25717,64517,644 22,964 48,287 89,889 35,786

船内移転料 2,103 1,9062,245-2,106 2,796 4,536 2,864 2,609

小計 89,016 140,609216,94075,59698,194 172,642 153,747 260,893 198,517

釜山港基準 100 15824485110 194 173 293 223

(輸出入) 100 14724683115 214 151 244 232

(離岸) 100 1982349393 121 254 473 188

総計 103,251 165,740225,86697,433133,832 196,235 217,980 282,930 225,920

釜山港基準比較 100 16121995130 190 211 274 219

注1「 釜 山 港湾 使 用料 算 定研 究 」1999年5月 、韓 国 海事 研 究所

注2標 準船 型 とは約1200TEUの コンテナを入 港 し積み 下ろした船 型 のケースを想定 している。

注3各 港 のデータは公 表されているもの に限っている。

注4ウ ォ ン 換 算 値:W/NT$=37.49、W/HK$=155.91、W/RMB=145.89、W/S$=732.44、W/Y=10.65、

W/US$=1207.8、W/DM=723.88、NT$/US$=32.22、RMB/US$=8.28

(2)苫 小牧港の港湾使用料

世界 の主要港湾 の港湾使 用料 に対 し、北海 道で最 もコ ンテ ナ取 扱量 が多い苫 小牧港

を対象 にコ ンテ ナの取扱 にかか る費用 を試算 した。

表3-4--2に 示す船舶 入港料、岸 壁使用料 、 トン税 、特別 トン税 は公 共 的な費用

であ り、代 理店 が徴 収 する ものの港 湾管理者 であ る 自治 体(北 海道 の場合 は 市町村及

び一部事務組合)に 港湾収入 として一般財政 に算入 されて いる。

水先料 は、 運輸省 の外部 団体 であ りパイ ロ ッ トと して の免許 を持 った水 先人会 が運

営 す る組織 に支払 われ る。
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繋 船料 、離船料 、綱取料 は主 に代 理店が行 う業務で あ る(港 湾管 理者 以外の 港運 業

な どが行 う)。

一貫荷 役料 はコ ンテナ 埠頭 を運営 す る港運 業が行 う業 務で あ り
、用地 を港湾 管理者

に借 り接 岸 か らコ ンテ ナ荷 役、 コ ンテナ ヤー ドまでの一貫作業 を行 う。なお 、苫 小牧

港 の場合 、 ガ ン トリー クレー ンは港湾管 理者 が起債 で建設 し埠頭運 営会社 が使用料 を

支払 ってい る。すなわ ち、港湾管 理者 に とって は企業会 計で行 う事業 とな る。

コ ンテナ の取 り扱 いの ため に届 け出 されて い る認可料金 は実入 コ ンテ ナ料金 のみで

あ り、空 コ ンテナの場合 は、一般 的 に認可料金 の45%程 度 、また、40fコ ンテナの場

合 は、20fコ ンテナ の約1.5倍 程 度の料金 を 目安 とされ てい る。但 し、航路や荷 主 ご

とに実 際 の料金 設定 はまち まちで、港運業 者 と荷 主の個 別の取 り決め に よ り決定 する。

以上 によって求 めた苫 小牧港 の総 費用額 は、14,650千 円で あ り、 ウォ ンi換算後 に釜

山港基準 と比較すれ ば約1.5倍 程度 の値 とな った。 このデー タの精 度や比較値 の持つ

意味 につ いては今後 さらに検討 を加 え る必 要があ るが、 この段 階ですで に1.5倍 にな

ってお り大阪港や神戸港 と同 じように高 めの費用 だ と考え られ る。

表3--4-2苫 小牧港使用料 の試算 (単 位:千 円)

内訳 使用料 備考

船舶入港料 54 1G/Tあ た り2.16円

岸壁使用料 210 1G/Tあ た り12時 間 まで8.4円

トン税 320 25,000G/TxO.8×16円/NT

特別トン税 400 25,000G/T×0.8×20円/NT

曳船料 266 2,500～3,000PSを2時 間 使 用

水先料 129
34,000円(千G/Tま で)+1,265円

(千G/T毎)×24千G/T

繋船料 30 一 時 間 当た り30
,100円

離船料 24 一 時 間 当たり24
,100円

綱取料 17 1隻/1時 間8,350円 ×接 岸 ・離 岸

一貫荷役料 13,200 12,000TEU扱 い 、11,000円/TEU

合計 14,650 対釜山港比:148%

注11200TEUを 運ぶ船型を約25000G/Tと した。更に純トン換算としてG/Tの 約80%と した。

注2ト ン税は、16円 ×純トン数。特別トン税は20円 ×純トン数で算定される。
注3苫 小牧港港湾使用料率表 、北海道運輸局運行部「特殊荷役料金」などから作成
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第四節 今後の検討課題

本稿 では、韓 国釜 山港 の埠頭経営 の状 況 を中心 に港湾経営 のあ り方 を検討 した。

一方 、 日本 におい ては昭和25年 に作 られた港湾法 に基づ いた建設及 び運営 が行わ

れてお り、港湾管 理の意味 を以下 の ように説明 してい る。

港 を運営 す るに当た っては、国 の定 め る港湾法 の 目的 に従 い、「港湾 の秩序有 る整備

と適正 な運営 」を図 るこ ととされてい る。 この考 え方 として次の3項 目がある。

①最 も狭 い意味

港湾施設 を建 設、改 良 するな どの行為 に よ り、海 陸交通の接点 として港 湾 を整備 し、

港湾の利用増大 を図 る。

②広い意味

①の外 に、 臨海 工業 地帯の造成 な どに よ り、間接 的 に港湾 の利用 の増 大 を図る。

③最 も広い意味

港湾 の利用 の増進 の外、 港湾の利用 に直接 関係 す るか どうか問わず に、 港湾 の背後

地域の産業 を発展 させ るこ と、 すなわ ち港湾 都市の発展 とい うとらえかた。

この うち、① ②で は港湾の 開発 、利用及 び保 全 を行 うべ き事 を明 らか に してい るが、

③ では港湾 の開発利 用促進 に よって 背後 都市 の発展 に大 い に寄与 す るこ とを言 ってい

る。

港湾管理者 の業務 も港湾法 で定 め られてお り、 港湾計 画の作成、 公共営 造物 の管理

運 営、港湾 整備 、 国有港湾施 設の維 持な どが該 当す る。 その 中で も、港湾 計画 は単 に

整備 計画で はな く、上記 の 「最 も広 い意味」 を含 ん だ地域 計画 であ り、港 と都市及 び

背後地域 まで を考慮 した ものでな ければ な らない とされてい る。

すなわ ち、 港湾管理 の 目的は港だ けではな く、都 市及 び背 後地 の発展 まで を視野 に

入 れた ものでな けれ ばな らない とい うこ とになる。

一方
、北海道 にお ける港湾管理 者 は 自治体 で あ り、限 られ た予算 の中で上 記の 目的

に対 す る具体 的な施策 をど う追 求 してい くかが、過 去か ら問われ て きた。 さ らに今、

社会経 済状況 の変化期 を迎 え、規 制緩和 やグ ローバ ル化 の 中で港湾 法そ の ものの見直

しが始 まってお り、地域独 自の展 開が必要 になって い くもの と考 え られ る。

この ような時期 に本研 究 は、 港湾 に求め られ る役 割 に対 し港湾都 市 と して どの よ う

に運 営 して い くこ とが望 ま しいか を検討 してい くとともに、将来 の北 東ア ジア との交

流 を控 え、 どの よ うな空間 を必要 と してい るか を今後 の検討 の課題 と して位 置づ けて

い きたい。
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また、北海道内の生活物資をになう拠点として物流効率化の観点からも港の活用に

ついても検討する必要があるものと思われる。

結びに替えて

今 まで見 て きた様 に、世界 のハ ブ港 の 中で も釜 山港 の価 格競争 力は極 めて高 い。お

そ ら く釜 山港が近年 急速 な成 長 を成 し遂 げた背景 には、低 廉 なポー トチャー ジ とい う

競争 優位 が最大 の原 因 としてあ げ られ る。 それ に比べて 日本 の港は先進 国の港 の 中で

も1,2位 を争 う くらい高 いポー トチ ャー ジで知 られて い る。 これ まで 日本 の港 は価

格 以外 のサー ビスや機 能 で勝 負 して きたが、 釜 山港 に代 表 され る周辺 国の低廉 な港 に

貨物 を奪 われて い る。釜 山港 の昨 今の活気 の きっかけ と して しば しば神 戸震 災が あげ

られ る。神 戸港 が使 え な くな ったため に釜 山港経 由で 日本 に貨物 が運 ばれ る図式が作

られ たのであ る。問題 は、 い ったん奪わ れた貨物 が戻 って こない ことであ る。か とい

って、 日本 の港 が釜 山港 に対抗 して釜 山港水準 の低 廉な ポー トチ ャー ジにす るこ とは

到底期待 で きない。 とすれ ば、残 って い る道 は真 っ向か ら競 争 す るので はな く、 いか

に釜 山港 の ような周辺 国の港 と協 力 して、新 たな航 路 を開拓 して いけ るかであ る。例

えば、 今 まで横 浜 ・神 戸港 な どの大港 湾経 由で運 んでい た コンテナ貨物 を 日本海側 の

地方 の港湾 か ら釜 山港経 由で運 ん だ方が有利 であ るこ とがわか り、そ のため に多 数の

港 が釜 山航路 を就航 させ てい る。

も う一つ特 筆すべ き点は 、数字で現 れない価格 以外 の要 因が釜 山港 の強 みの根底 を

形成 して い る点 であ る。今 回2度 にわ たる釜 山港 の現 地調査で 感 じた こ とは、釜 山港

は 日本の どこの港 とも違 う意味で機 能的 だった こ とだ。一見 す る と、 港の周辺 は道 も

狭 い し、 渋滞が耐 えな い、 また背後施 設 が整 備 され てい る とは とて もい えない非 効率

的な港 に しか見 えない。例 え ば、 海洋水産庁 の金成鎗 港務課長 が強調 して いた税 関や

各種行政 サー ポー トが一 ヶ所 で行われ る"one・stopservice"やPECTの スケ ジュー リ

ングプログ ラムの電算処 理 システ ムな ど、利 用者 の立場 に立 った きめ細 かいサー ビス

の提供 がそれ であ る。 もち ろん こう したサー ビスを実施 で きる人材 教育や適 材適所 に

これ らの人材 を配置 して いる ことも見逃せ ない。

さ らにい うと、推 測の域 を超 えないけれ ど、神 戸港 を一旦離れ て釜 山港 にシフ トし

たユ ーザー が釜 山港 に とどまるのは上記 の理 由のほ かに もあ る ような気 がす る。 それ

は釜 山の人 々の 国際化 に対 す る意識水 準 の高 さで ある。釜 山には ロシア人の ためのい

わば 「テ キサ ス村 」 も存在 す る とい う。最近 、小樽 では外国 人(特 に ロシア 人)の 入

浴拒否 問題 が社会 問題 にな って い る現状 を考 え る と、 日韓 の対応 の違 いが勝敗 を大 き

く分 けて しまう ような気 が して な らない 。確 か に、 日本の港 は綺麗 に整備 されてい る

し、背後施 設や 道路 な どのイ ンフ ラが充実 してい る。ただ、 それは あ くまで も供 給側
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の立場 の論理 に過 きず、顧 客 の立場 に立 って 本 当に利用 しや すい もの にな って い ると

は言 い切 れ ない。最近 日本 国 内で 関西空港 を筆頭 にメガ トン級 の超大型空 港が オー プ

ン したが、 いずれ も従来 と くらべ利 用が便利 にな った とい う声 はあ ま り聞 こえない。

赴 しろ、逆 に使 いづ らい とい う不満 の声 が挙 がってい る。

一方
、 釜 山にお いて も本稿で も少 しふれ てい るように、新港湾 の建設 がすで に進 行

中であ る。本格 的 に民間 資本 を導入 し、背後施 設の充実化 や イ ンフラ投 資が計 画 され

てい る。時期 を同 じくして、 ソウルの玄関 と して手狭 にな って い る金浦空 港 の代 わ り

に仁川付近 の島 であ るヨン ジ ョン島 に新 空港 が誕生 する。 しか し、今 まで述べ て きた

ように、港 や空港 の真のハ ブ化の ため に必要 なのは、決 して供給 者側 に とって都合 の

良い機 能で はな く、利 用者 の立場 か ら見て どれだ け機能 的なのかで あ る。「みな と」は

人々のた めの物 資 を運 ぶ拠 点で あ り、生活 の場 であ り憩 う場 で もあ る。「み な と」を国

や行 政 に与 え られ た場 所で はな く、供 与 を受 け る全て の観 点か ら港 を考 え る とい う視

点 、港湾経 営 とい う観 点 か らの研究 を通 して北東 ア ジア地 域 との交流 の場 と して検 討

してい く必要が あるもの と考え られ る。

124




